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●東日本大震災を忘れない
　平成23年３月１１日、東北地方を中心に東日本を大きな地震が襲
い、津波による甚大な被害が出ました。
　震災から5カ月後、支援のために初めて宮城県南三陸町を訪れた
ときは、その街の光景に衝撃を受けました。
　昨年3月、震災から１０年の節目に訪れた南三陸町は、まだまだ空き
地が多くありましたが、大きな被害を受けた港周辺のエリアは「さん
さん商店街」を中心に店舗の数が増えていました。また、震災当時に
災害ボランティアセンターがあったところには、被災者が入居するア
パートが建っていました。津波で被災した防災対策庁舎の周辺は祈念
公園となり、盛り土によって高くなった公園の上に設置された祈念碑
から、きれいに整備された港を見ることができました。そして、海のそ
ばの道路沿いには、津波を防ぐための高い堤防が築かれていました。
　復興は進んでいますが、まだいくつか工事中のところもありまし
た。これからも南三陸町を応援し続けたいと思いました。　
●亀の子隊の支援活動
　東日本大震災が起きてから１１年と半年が過ぎました。
　私たち環境ボランティアサークル亀の子隊は、東日本大震災が起
きた年の夏から、これまで１３回宮城県南三陸町を訪れ、瓦礫の撤去
やカキ業者、農園の手伝いなど支援活動を行いました。また、平成
28年に南三陸町応援団に登録し、その年からチャリティ物産展の開
催や冬野菜の送付など、支援活動を続けています。

南三陸町チャリティ物産展
　商品は、こちらではなかなか食べることがない「ホヤ」、特産の

「カキ」を使ったアヒージョや「タコ」
「ホタテ」のワサビ漬け、「イカの塩
辛」など、絶品ばかりです。売り上げは
南三陸町への支援に充てられます。
　物産展では、募金箱も設置し、支
援活動に行った時の写真も展示しま
す。皆さんぜひご来場ください！
【日時】１０月８日（土）
　　　午前１０時～午後３時頃
【場所】田原文化会館　アトリウム

投稿者大募集！
掲載内容　長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など（300文字程度の紹介文）※営利活動は不可
応募方法　掲載内容と住所・氏名・電話番号を記入の上、Eメールまたは郵送にて。応募多数の場合は、抽選で掲載。
応 募 先  広報秘書課☎22‐0138　 郵送→〒441-3492（住所不要）　Eメール→ koho@city.tahara.aichi.jp

投稿者

NPO法人
環境ボランティアサークル亀の子隊
代表　鈴木吉春
☎090-9123-7983

今年も開催します！「南三陸町チャリティ物産展」

▲震災後の宮城県南三陸町の様子（平成23年8月）

▲祈念公園の上から見た防災対策庁舎（令和3年3月）

▲道路沿いに高く築かれた堤防（令和3年3月）
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